
職歴８年目、私は神奈川県教育委員会生涯学

習課の勤務となりました。私も立案に加わった

グループ学習を軌道に乗せる前に、前任校を去るのは

心残りでした。しかし、乳幼児から高齢者までの多様

な人たちの学びに関する同課での仕事を通じて、自分

の視野が広がるのではないかと胸が膨らみました。

　実際、仕事は多岐にわたり、例えば、家庭教育の推

進を目的として、企業にノー残業デーの設定を働きか

ける業務では、各社に片っ端から電話をしました。電

話口で断られても諦めずに協力を取りつけ、10 社以

上訪問した月もありました。様々な業種の人と話し、

家庭教育や社会教育に触れ、学びは学校にとどまら

ず、一生涯続いていくものだと改めて感じました。

方で、教師以外の職を経験し、仕事の進め方に

迷いも生じていました。そうした時に出席し

たのが、東レ経営研究所元社長の佐々木常
つね

夫
お

氏による

「仕事のあり方」をテーマにした講演会です。そこで

話された、国際会議で上司が行う講演の原稿を佐々木

氏が作成した時のエピソードに、目からうろこが落ち

ました。その会議は３回目だったため、過去２回の講

演のうち、情熱と格調の高さが感じられた１回目の講

演を基に原稿を作成すると、上司からすぐＯＫが出た

そうです。「自分で一から考えるよりも、先達の知恵を

借りれば、効率も質も高まる。その学びの積み重ねの

先にイノベーションが生まれる」といった話でした。

　当時、記念誌などに掲載する教育長の挨拶文の作

成を担当していた私は、後ろめたさを感じながらも、

前年度の冊子の挨拶文を参考にしていました。しか

し、佐々木氏の「プアなイノベーションより
優れたイミテーションを」という言葉に、自身
の仕事の方向性が見えた思いがしました。

の後、学校に戻り、初めて進路指導グループの

総括教諭となった私は、全国の先進事例を研

究して自校に合った形で取り入れようと考え、まずは

同グループのみで行っていた出願指導検討会を見直し

ました。3学年団と進路指導グループの計10人の教

師で３年生を30人ずつ分担。担当者が調べた志望校

候補を10人全員で検討し、その結果を基に、担任が生

徒と面談して出願校を絞り込むようにしました。３学

年団の半数近くが若手教師だったため、負担を分散し

つつ、検討会を通じて指導ノウハウを学び、自信を持っ

て生徒を支援できるようにすることがねらいでした。

　進路指導グループの先輩教師と話し合い、ほかに

も2年次に第1志望宣言を行うなど、学校全体で希望

進路の実現を支援する体制を整えていきました。する

と、生徒が教師によく相談に来るようになりました。

面談の環境を整えようと、職員室の前の廊下に机と

椅子を並べたところ、学習についての質問も増えて

いきました。若手教師も、周囲に支えられながら自信

を持って生徒と面談ができるようになり、次第に生徒

からの相談が増え、信頼されるようになっていきまし

た。組織で生徒を支える重要性を実感しました。

　その後異動した現任校も若手教師が多く、指導の

継承が課題です。先達の知恵を学ぶことから自分の

やり方を生み出していき、周囲からイミテーション

される存在を目指したいと思います。

No. 024
神奈川県立神奈川総合高校

杉山崇裕 先生
すぎやま・たかひろ
◎教職歴16年。同校に赴任して１年目。総
括教諭。カリキュラム管理グループ。地理歴
史・公民科。単位制の同校では、教務担当が
生徒の履修相談に乗る。例年夏に行われる
後期入学者（＊）への履修説明会で、昨年
はコロナ禍のため、動画を作成して配信。
繰り返し見られると、新入生に好評だった。

神奈川県立神奈川総合高校　全日制／普通科／共学／１学年約 250人／2020 年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、お茶の水
女子大、東京外国語大、東京藝術大、横浜国立大などに30人が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大などに延べ 453人が合格。
＊同校では、海外帰国生特別募集として、10月入学となる後期募集を実施している。
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柏木　今回の絵を描いた時の状況を教えてください。
矢野　この絵を描いたのは５月下旬の臨時休業中で、参加
する予定だった美術コンクールが開催されず、新たな目標

を探していた時でした。さらに、運動会も中止になり、応

援団席に掲げる巨大な団画を制作する機会もなくなりまし

た。美術科の3年生として悔しい思いをしていたところだっ

たので、自分の力を外部に発信できるチャンスをいただけ

てうれしかったです。

柏木　表紙の絵として選んだ作品以外にも、候補として何
点か描いてくれたんですよね。

矢野　はい。どの作品でも、先生と生徒の関係の近さを表
現しました。私が第二高校に入学して驚いたのは、職員室

にいつもたくさんの生徒がいて、先生と話をしていること

でした。臨時休業期間を通じて、先生とのコミュニケーショ

ンの大切さを改めて感じたので、先生と生徒のつながりを

絵で表現したいと思ったんです。

柏木　先生はとても身近な存在なんですね。
矢野　勉強のことも進路のことも相談しやすいです。この
絵についても、先生方からいろいろな意見をいただきまし

た。校長先生にもアドバイスをいただいたんですよ。

柏木　美術科の先生だけではなく、校長先生にもですか！
いろいろな人から意見をもらうことで、混乱することはな

いのですか。

矢野　美術では、意外な部分が評価されたり、指摘を受け
たりすることがよくあります。そして、試行錯誤を重ねた

作品が「強い作品」として評価されるんです。確かに、以

前は指摘を受ける中で、自分を否定されているような気持

ちになったこともありました。でも今は、他者の意見に対

して、「自分の知らない魅力を引き出そうとしてくれてい

る」と思えるようになりました。

柏木　自分では気づいていない魅力を他者が見つけてくれ
る……それってまさに、人間関係の礎として必要なものか

もしれません。

矢野　作品に対する批評をそのように受け止められるよう
になってからは、人間関係でも相手のよいところにまず目

が向くようになったんです。よいところをたくさん見つけ

て、すぐにそれを相手に伝えてあげようという気持ちで、

他者と向き合えるようになりました。

柏木　そうした他者のよいところを見つけようという気持
ちは、矢野さんが絵で伝えようとした、第二高校における

先生と生徒のコミュニケーションにも通じるものかもしれ

ませんね。第二高校の職員室の様子を、矢野さんと一緒に

鑑賞してみたいなと思いました！　ありがとうございまし

た。

学校で他者のよさを見つけながら、
人と人がつながっていく
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VIEW21 編集部
統括責任者

柏木 崇

表 紙制作者

聞き手

高 校 生 と の 対 話 で 描 く

1998 年 4 月号から生徒と教師の写真で飾られてきた本誌
表紙。2020 年 6 月号からは、臨時休業という想定外の状
況下で、学校での学びの価値を捉え直した生徒のアート作
品の力を借りて、引き続き、生徒と教師の関係を描きます。

矢野さんは、今回の表紙に掲載
した作品以外にも、写真と絵を
融合させたものなど、様々な手
法で作品を制作してくれた。下
は、矢野さんが第二高校の教師
に意見をもらうために提出した
制作途中のもの。

矢野さんが通う熊本県立第二高校の取り組みを、今号の
特集（P.16 ～ 20）で紹介しています。
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